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歯科診療情報の標準化(平成25年度～27年度)

歯牙特徴に基づく26項目（標準
プロファイル）を策定し、この情
報を用いた場合、身元確認にお
いて極めて高精度に絞り込みが
可能であることを実証

標準プロファイルを基礎とし、意
見聴取をもとに考察しながら、標
準的な口腔内所見を階層構造に
整理して再定義し、各項目の意
味の明確化と今後の拡張性を確
保した （多様な情報粒度に対応
可能）

25年度 26年度
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歯科診療情報の標準化(平成25年度～27年度)
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災害時等における歯科診療
情報消失のリスクを踏まえ、
包括的なバックアップとして
、より多くの情報を保存する
ことも考慮しながらデータセ
ットを拡張。日本の保険診
療をもとに、且つ海外との
歯科情報との整合性、互換
性も考慮した「口腔状態の
標準データセット」を策定

27年度

(抜粋：歯のデータセット 1/3,2/3)



CSV

平成28年度実証事業の概要
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データ
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【データの利活用検討】
・身元確認・検索
・医療情報データベース
・医療連携等のネットワーク活用
・医療情報の一元化

【出力プログラム】

「口腔診査情報コード
仕様」を基にデータを
変換する。出力はCSV
ファイル、統一コード。

【コンバータ】
「CSV形式ファイル」を
「HL7形式ファイル」に
変換する。SS-MIXに
対応可能。

SS-MIX：Standardized Structured Medical Information eXchange 4

③利活用

②保存①標準化



平成29年度事業の概要
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（１）「平成28年度歯科診療情報の標準化に関する

実証事業」における未完了部分の実施

（２）診療情報共有を目指したモデル地区展開

（３）モデル地区展開を踏まえた「口腔診査情報コード

仕様」と出力プログラムの検証

（４）厚生労働省標準規格の取得に向けた検討



事 業（１）
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平成２８年度実証事業の積み残しの課題を進める

▽「口腔診査情報コード仕様」の修正

（解釈が異なる点の統一）

⇒平成２８年度実証事業において得た課題の原因究明を行い、「口腔診査情報

コード仕様」のブラッシュアップを実施した。

▽「口腔診査情報コード仕様」のビジュアル化

（Webアプリによるデータ読み込みまたは修正）
⇒平成２９年度実証事業においては、実装に向けた検討に留めた。

和歌山県内で実施中の事業（「クラウド型EHR高度化事業」：青洲リンク）
との連携を進めた。

「平成28年度歯科診療情報の標準化に関する

実証事業」における未完了部分の実施



事 業（２）
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（１）を踏まえて、

「口腔診査情報コード仕様」に準拠した診療情報共有環境の構築及びモニタリング（歯科医療
機関での実証）を２地区程度で実施

【実施概要】

保健医療情報分野の標準規格（厚労省標準規格）の取得に向け、「口腔診査情報

コード仕様」のさらなるブラッシュアップのため実証を実施。

（実証地区）概ね200人程度の歯科情報が収集可能かつ会員及びレセコンベンダ
が対応可能な地区を選定。結果、新潟県、静岡県において県歯科医

師会の協力のもと実証を実施。

（各県約200名の患者の歯科情報を収集）

（実証結果）「口腔診査情報コード仕様」に基づき協力ベンダが臨床現場で現実の

被験者から歯科情報を収集することで、仕様の細部をさらにブラッシュアップ

できた。

診療情報共有を目指したモデル地区展開



事 業（２）
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9

事 業（２）



事 業（３）
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⦿（２）の結果の検証に基づく、
「口腔診査情報コード仕様」と出力プログラムの修正

⇒平成２９年度実証事業において得た課題の原因究明を行い、

「口腔診査情報コード仕様」のブラッシュアップを実施した。

⦿歯科情報の保管場所や保存方法等について、法律との整合性を含めて
改めて検証

⇒平成２９年度実証事業においては検討に留め、次年度以降の対応としたい。

⦿歯科医療機関への普及策の検討
⇒身元確認作業に留まらず、平時の有用性について検討を重ねるとともに、

平成２９年度の臨床現場実証で得た課題を検証し、「歯科情報の利活用に

関するWG」とも連携した対応を検討した。

モデル地区展開を踏まえた

「口腔診査情報コード仕様」と出力プログラムの検証



データの例
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事 業（３）



CSVファイルの内容
事 業（３）

12全体：723通り 14,222語



PDFファイルの内容
事 業（３）
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P D Fファイル内の用語
分類

（歯の有無）

分類

（基本状態）
件数

空欄 有 健全歯 4135
Ｘ 無 欠損歯 2375
／ 有 健全歯 2301
ＦＭＣ 有 処置歯 1910
なし 無 欠損歯 704
Ｘ義歯 無 欠損歯 592
ＣＲ（Ｏ） 有 処置歯 376
ＣＲ（Ｂ） 有 処置歯 348
Ｘ　義歯 無 欠損歯 291
インレー（ＭＯＤ） 有 処置歯 249
ＣＲ 有 処置歯 213
インレー（ＯＤ） 有 処置歯 207
前装ＭＣ 有 処置歯 157
ＭＢ 有 処置歯 146
ＣＲ（Ｍ） 有 処置歯 145
不明 変換せず 変換せず 122
Ｘポンティック 無 欠損歯 99
Ｘ・義歯 無 欠損歯 94
／ＦＭＣ 有 処置歯 93
義歯 無 欠損歯 92
ＡＦ（Ｏ） 有 処置歯 91
インレー（ＭＯ） 有 処置歯 91

全体：1617通り 21,728語



PDFファイルとCSVファイルとの比較
事 業（３）
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総義歯症例 合理的

不一致発生

CSV記載

データの個数 / 総
義歯

列ラベル

対象外 対象外集計 無 無集計 (空白) (空白) 集計 総計

行ラベル 対象外 欠損歯 (空白)

対象外 1 1 1

対象外 1 1 1

PDF記載 無 9 9 70 70 79

欠損歯 9 9 70 70 79

(空白)

(空白)

総計 10 10 70 70 80

※対象外：当該歯のデータがない、あるいは分類できない場合



PDFファイルとCSVファイルとの比較
事 業（３）
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健全歯多い症例 合理的

不一致発生

CSV記載

データの個数 / 健全
歯

列ラベル

対象外 対象外集計 無 無集計 有 有集計 総計

行ラベル 対象外 欠損歯 処置歯

無 7 7 1 1 3 3 11

欠損歯 6 6 1 1 3 3 10

PDF記載 対象外 1 1 1

有 33 33 26 26 58 58 117

未処置歯 5 5 6 6 27 27 38

処置歯 1 1 2 2 3

欠損歯 1 1 1

健全歯 28 28 19 19 28 28 75

総計 40 40 27 27 61 61 128

※対象外：当該歯のデータがない、あるいは分類できない場合



PDFファイルとCSVファイルとの比較
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事 業（３）

未処置歯3歯以上 合理的

不一致発生

CSV記載

データの個数 / 未
処置歯

列ラベル

対象外 対象外集計 無 無集計 有 有集計 総計

行ラベル 対象外 欠損歯 未処置歯 処置歯 健全歯

無 18 18 5 5 1 2 1 4 27

欠損歯 14 14 5 5 1 1 1 3 22

PDF記載 対象外 4 4 1 1 5

有 3 3 1 1 25 64 8 97 101

未処置歯 3 3 11 23 6 40 43

処置歯 8 4 12 12

欠損歯 1 1 1

健全歯 6 37 2 45 45

総計 21 21 6 6 26 66 9 101 128

※対象外：当該歯のデータがない、あるいは分類できない場合



事 業（４）
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事業（１）～（３）と並行して、⦿厚生労働省標準規格の取得に向けて、HELICS協議会に提案する準備を進め
る。

⇒平成２９年度は、臨床現場の実証を踏まえた「口腔診査情報コード仕様」の

ブラッシュアップを行い、次年度以降の対応を検討した。

⦿国民及び医療従事者への理解・協力を促すための啓発方法等についても
検討する。

⇒前述の「⦿歯科医療機関への普及策の検討」と併せ、身元確認作業に留ま
らず、平時の有用性について検討を重ねるとともに、 「歯科情報の利活用に

関するWG」と連携した対応を検討した。

厚生労働省標準規格の取得に向けた検討



平成２９年度事業の実施体制
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歯科情報の標準化普及事業WG

○歯科医師会関係者
○医療情報分野の専門家
○保健医療福祉情報システム工業会（JAHIS）
○医療情報システム開発センター（MEDIS）
○歯科レセコン開発者
○弁護士 等

タ ス ク フ ォ ー ス

※メール会議、ＷＧメンバーから選定


